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文京区アカデミー推進計画素案(案)新旧対照表 

Ⅰ 総論 

 

第 1章 計画策定の趣旨 

 

ＮＯ 
素案(案)H22.11.16【修正後】 

素案(たたき台)H22.9.30【修正前】 
ページ 内 容 

１ 

Ｐ１ 

１計画策

定の背景

と 目 的

（１）計画

策定の背

景 

「文の京」（ふみのみやこ） 

これまで、文京区は、「文教の府」といわ

れ、「文化の香り高いまち」をめざして発展

してきた。これに寄せる区民の誇りと愛着

を大切にしたい。 

そのうえで、区民と区が、時代の大きな変

化に適応しつつ、可能性に富んだこの地を、

新たな洗練と成熟の段階へとさらに発展さ

せていく都市自治の姿を「文の京」と呼ぶ。

記載なし 

２ 

Ｐ２ 

（２）計画

策定の目

的 

なお、アカデミー推進計画は、これまで

に進めてきた「文京区生涯学習基本構想」・

「推進計画」・「文京アカデミー構想」の

基本部分の考え方を継承するとともに、さ

らに社会状況の変化等に対応した施策の展

開を図るために一本化して引き継ぐもので

す。 

なお、アカデミー推進計画は、これまで

に進めてきた「文京区生涯学習基本構想」・

「文京区生涯学習推進計画」・「文京アカデ

ミー構想」を発展的に解消させたものです。

３ 

Ｐ２ 

２計画の

位置づけ

（１）性格 

○ 本計画は、基本構想で示されている生

涯学習・文化振興・スポーツ振興・観光・

交流分野の「分野ごとの将来像～10 年後に

あるべき姿～」を実現するために、総合的・

体系的に展開するための指針を示すもので

す。 

なお、各部局で実施される関連事業等につ

いては、全庁的に調和を図っていきます。 

 

○ 本計画は、アカデミー推進部が実施す

る施策を中心に取りまとめ、計画的かつ効

率的に推進するための指針です。 

○ 本計画は、スポーツ振興法に基づく本

区のスポーツ振興基本計画に代わる計画と

するもので、平成12年制定の国のスポーツ

振興基本計画を踏まえた計画です。 

記載なし 
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４ 

Ｐ３ 

（２）計画

の構成 

本計画の構成は、「総論」と「各論」及び「体

系別アカデミー推進事業」で構成します。 

 

○ 「総論」は、基本構想の将来都市像で

ある「歴史と文化と緑に育まれた、みんな

が主役のまち『文の京』」や「分野ごとの将

来像～10 年後にあるべき姿～」を具現化す

るための基本理念などを、概ね10年程度先

を見据えた総合的な観点から掲げたもので

す。 

 

○ 「各論」は、「総論」に基づいて、生涯

学習・スポーツ・文化芸術・観光・国際交

流分野の「基本的な方向」やその方向に沿

った、今後、事業計画化を検討すべき事業

例等を示したものです。 

 

○ 「体系別アカデミー推進事業」は、平

成22年度に各部局で実施した関係事業を計

画の体系別に整理したものです。 

本計画の構成は、「総論」と「各論」で構成

します。 

 

「総論」は、文京区が推進するアカデミー

に関する「基本理念」「基本目標」「５つの

行動」を概ね10年程度の長期的・普遍的な

観点から掲げたものです。 

 

 

 

 

「各論」は、「総論」に掲げた「基本理念」

「基本目標」「５つの行動」に基づいて、生

涯学習・スポーツ・文化芸術・観光・国際

分野の「基本的な方向」やその方向に沿っ

た事業例等を示したものです。 

 

記載なし 

５ 

Ｐ３ 

３計画の

期間 

計画の期間は平成 23 年度から 27 年度まで

の５年間とします。 

計画の期間は平成23年度から25年度まで

の３年間とします。 

６ 

Ｐ３ 

４計画の

策定体制

（１）計画

策定体制 

 

アカデミー推進計画の策定は、学識経験

者や公募区民委員、団体関係者、区職員か

ら成るアカデミー推進計画策定協議会にお

いて、推進計画全体に関わる内容について

議論を行いながら策定を進めました。また、

これらのメンバーはそれぞれ５つの分科会

に所属し、分野別計画についての検討を行

いました。 

記載なし 

７ 

Ｐ４ 

（２）文京

区アカデ

ミー推進

計画基礎

調査の実

施 

区民の日ごろの学習や趣味・スポーツ・

文化芸術活動・観光・国際交流に関する実

態やニーズなどを把握するため、平成22年

１月に20歳以上の区民2,000名を対象とし

て「文京区アカデミー推進計画基礎調査」

を実施し、『文京区アカデミー推進計画基礎

調査報告書（以下「調査報告書」という。）』

（平成22年３月文京区）をまとめました。

記載なし 
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第２章 計画の考え方 

 

ＮＯ 
素案(案)H22.11.16【修正後】 

素案(たたき台)H22.9.30【修正前】 
ページ 内 容 

８ 

Ｐ６ 

２計画の

３つの基

本目標 

目標３ 多彩な連携によるネットワークづ

くり 

区は、区民・地域活動団体・ＮＰＯ（非営

利活動団体）・大学・事業者など新たな公共

の担い手と連携・協働を進め、区民や来訪

者が、本区でさまざまな経験を重ね興味や

関心を深めたり、充実した時間を過ごせた

りすることができるネットワークづくりを

進めます。 

目標３ 多彩な連携によるネットワー

クづくり 

区民や来訪者が、「文の京」で興味や関心

を深めたり、充実した時間を過ごせたりす

ることができるようにするために、区は、

区民・地域活動団体・大学・NPO（非営利活

動団体）・事業者など新たな公共の担い手と

連携・協働を進め、様々な経験を重ねるこ

とができるネットワークづくりを進めま

す。 

９ 

Ｐ７ 

３計画の

５つの行

動 

行動２ さまざまな媒体を活用し情報を

分かりやすく「伝える」 

あらゆる立場の人が、活動する際にさま

ざまな媒体を活用し情報を取得することが

できるよう、情報を分かりやすく提供する

工夫をします。また、幅広く相談に応じる

体制を整え、情報を必要としている人へ確

実に伝えます。 

行動２ 情報を分かりやすく伝える仕

組みを「整える」 

様々な立場の人が、活動する際に有益な

情報を取得することができるよう、情報を

分かりやすく提供するよう工夫し、また幅

広く相談に応じる体制を整えます。 

行動３ 個人や団体の主体的な活動を

「つなぐ」 

個人や団体が活動を十分に楽しむことが

できるよう、より実践的な活動へ発展させ、

自らが活動の運営を担っていくことができ

るよう、交流や連携の仕組みを整備し、個

人や団体の活動をつないでいきます。 

行動３ 個人や団体の主体的な活動を

「つなぐ」 

個人や活動サークルが交流や連携を通じ

てつながり、実践的な活動に発展させるた

めの仕組みを整備し、様々な活動の運営を

自ら担っていけるように支援します。 

行動５ 計画を推進する多彩な主体と

「協働する」 

区民が主役の本計画において、個人や団

体がさまざまな活動を主体的に担っていけ

るよう支援します。そして、計画の推進を

区に関わる全ての人で進めていくため、区

民や大学、事業者や各種団体などと連携・

協働していきます。 

行動５ アカデミーを推進する多彩な

主体と「協働する」 

計画の推進を区に関わる人みんなで進め

ていくため、区民や大学、事業所や各種団

体などとの連携・協働を図っていきます。

そして、区民や来訪者がこれまで以上に文

京区で有意義な経験をし、豊かな時間を過

ごせるよう努めていきます。 

 

意見 

意見 
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第３章 計画の進め方 

 

ＮＯ 
素案(案)H22.11.16【修正後】 

素案(たたき台)H22.9.30【修正前】 
ページ 内 容 

１０ 

Ｐ11 

１区民等

との連携 

アカデミー推進計画を着実に推進してい

くためには、区民、地域活動団体、ＮＰＯ

（非営利活動団体）、大学、事業者、地域が

持っている多様な能力や特性を生かし、生

涯においてさまざまな活動に主体的に取り

組むことにより、人と人との絆を強め、自

らが社会づくりの新たな公共の担い手であ

るという意識をひろめることが必要になり

ます。 

新たな公共では、これまで行政が主とし

て提供してきた公共サービスを、今後は行

政だけでなく、地域において地域活動団体

をはじめＮＰＯ（非営利活動団体）や事業

者などさまざまな主体が担う仕組みを整え

ていくことになります。区民等の自発的で

多様な活動を中心として、地域のさまざま

な組織と対等の立場で協働し、創造するこ

とが必要となります。そのことが、地域社

会の中で、人とのつながりを生み、相互の

ネットワークを広げさらに活動を高めるこ

とにつながると考えられます。 

このような、区民、地域活動団体、ＮＰ

Ｏ（非営利活動団体）、大学、事業者など新

たな公共の担い手と区が互いの役割分担を

認識して力を合わせ、「文の京」自治基本条

例で自治の理念として掲げている「協働・

協治」の考えに基づき、連携を進めていき

ます。 

アカデミー推進計画を着実に推進してい

くために、区民、地域活動団体、大学、Ｎ

ＰＯ（非営利活動団体）、事業者など新たな

公共の担い手と区が互いの役割分担を認識

して力を合わせ、「文の京」自治基本条例で

自治の理念として掲げている「協働・協治」

の考えに基づき、連携を進めていきます。
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１１ 

Ｐ11 

２計画の

推進体制 

アカデミー推進計画は、区と区民等が共

に「協働・協治」に基づき推進をするため

にも、その根幹にある体制の整備と充実が

必要です。 

本区には、庁内の連絡・調整組織としては、

各種事業を全庁的に取り組む庁内組織とし

て「文京アカデミー推進本部」があります。

アカデミー推進部を中心として関連各課と

の連携・協力を充実させ、本計画に定めた

各種活動の活性化のための施策・事業を総

合的に推進していきます。 

また、アカデミー推進に関する区民参画

による組織として、「文京区アカデミー推進

計画策定協議会」を設置し、「文京アカデミ

ー構想」の推進及び本計画の策定を行って

きました。今後は、アカデミー推進部で所

管する３つの専門会議体との統合化を進

め、学識経験者、公募区民委員、団体関係

者等で構成する協議の場を新設し、本計画

の進行状況の管理及び実施状況の点検・評

価方法の整備を図り、計画の実効性を高め

ていきます。 

このような体制の整備を行い、従来にも増

して連携・協働を進め、多方面からの幅広

い意見・要望の把握、関係機関との連絡調

整等をもとに、本計画の着実な推進に努め

ます。 

アカデミー推進計画の推進において、行

政内部の体制を整理し、学識経験者、公募

区民委員、団体関係者等で構成する協議の

場を設け、従来にも増して連携・協働を進

め、多方面からの幅広い意見を聴取しなが

ら、計画の効果的で円滑な推進に向けて取

り組みます。 

 

１２ 

Ｐ12 

３計画の

進行管理 

そのため、「Plan（計画）⇒Do（実施）⇒

Check（点検・評価）⇒Action（見直し）」

のＰＤＣＡサイクルに基づく進行管理を実

施し、アカデミー推進計画全体の着実な推

進を図っていきます。 

本計画は、財政状況や制度の改正などの

変化に対応するため、５年ごとに計画の見

直しを行い、基本構想実施計画との調整を

図りながら計画の目指すべき方向や実効性

を確保していきます。 

そのため、「Plan（計画）⇒Do（実施）⇒

Check（点検・評価）⇒Action（見直し）」

のＰＤＣＡサイクルに基づく進行管理を実

施し、アカデミー推進計画全体の着実な推

進を図っていきます。 
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Ⅱ 各論 

 

第 1章 生涯学習 

 

ＮＯ 
素案(案)H22.11.16【修正後】 

素案(たたき台)H22.9.30【修正前】 
ページ 内 容 

１３ 

Ｐ15 

【事業例】

（１）多様

な講座や

学習機会

の提供・充

実 

（事業名（例）） 

「文京地域学」講座の企画・実施 

（概要） 

文京の地で開花した文化、これまでの歴史

や地勢をはじめとして、多面的に学べる講

座を企画・実施する。～ 

（事業名） 

「文京学」講座の企画・実施 

（概要） 

文の京で開花した歴史や文化、地勢をはじ

めとして、多面的に学べる講座を企画・実

施する。～ 

１４ 

Ｐ16 

【事業例】

（３）だれ

も が 学

習・活動し

やすい仕

組みづく

り 

（事業名（例）） 

講座・講演会等での保育サービスの推進 

（概要） 

幼児を持つ保護者の学習活動への参加を支

援するため、講座・講演会等の開催時に保

育室の設置を促す。 

記載なし 

１５ 

Ｐ17 

期待され

る効果 

・ 区民一人ひとりのニーズに対応できる

多様な学習や活動の機会が得られるこ

とで、区民がいきいきと過ごせるように

なるとともに、本区の生涯学習活動が盛

んになります。 

・ 学習や活動の場として、区有施設のみな

らず、区内の大学や事業所等の施設がさ

らに利用しやすくなることにより、区民

の学習や活動がより豊かになります。 

・ さまざまな状況にある区民が、ニーズに

応じた学習や活動に積極的に取り組む

ことができるようになります。 

・ 区内の学習の場としての区立図書館の

機能が高まり、区民が学習や活動に深く

取り組むことができます。 

 

記載なし 
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１６ 

Ｐ20 

期待され

る効果 

・ 生涯学習に関する情報を収集・整理する

ことにより、区民の学習や活動に有効な

情報を提供することができます。 

・ 区民が必要な情報を気軽に得られるよ

うになることで、学習や活動をより活発

に進めることができるようになります。

・ 学習や活動に関する不安・悩みが解決さ

れることで、区民が学習や活動により深

・ く取り組むことができるようになりま

す。 

・ 学習に関する情報を得る身近な場所と

して区立図書館の機能を高め、地域の情

報拠点としての役割を果たしていきま

す。 

記載なし 

１７ 

Ｐ24 

期待され

る効果 

・ 区民の主体的な学習や活動が促進され、

積極的に生涯学習活動に参加できるよ

うになります。 

・ 成果を披露する機会があることで、学習

や活動へのモチベーションを高く維持

することができます。 

・ 将来につながる人材を育成することに

より、本区の生涯学習をより豊かなもの

としていくことができます。 

・ 育成した人材等を活用することで、学習

や活動が活性化されるとともに、それぞ

れの人材が持つ知識や経験が地域に還

元されます。 

記載なし 

 



 8

第２章 スポーツ 

ＮＯ 
素案(案)H22.11.16【修正後】 

素案(たたき台)H22.9.30【修正前】 
ページ 内 容 

１８ 

Ｐ25 

１スポーツ

のきっかけ

づくり 

【現状と課

題】 

 

 

このように本区では、さまざまなスポー

ツの機会を提供し、区内では多くのスポ

ーツが行われている一方で、区民の約半

数が日頃スポーツをしていないという現

状があります。 

このように本区では、様々なスポーツ活動の

機会を提供し、多くの区民がスポーツを行っ

ていますが、一方で日頃スポーツをしていな

い人も多くいるのが現状です。 

 

 

 

 

１９ 

Ｐ26 

(１）スポー

ツに関する

情報の発信

と相談窓口

の設置 

（事業名（例）） 

スポーツ総合情報・相談体制の整備 

（概要） 

保健や医療を含めた区内全体のさまざま

なスポーツ関連情報の提供や問い合わ

せ、相談等に対応できる体制を整備する。

（事業名） 

スポーツ総合情報窓口の設置 

（概要） 

スポーツセンター及び総合体育館にスポーツ

総合情報窓口を設置し、区内全体のスポーツ

関連情報に関する様々な問い合わせ等に対応

します。 

２０ 

Ｐ27 

期待される

効果 

・ スポーツに関する情報の提供や相

談・問い合わせの対応が進むことに

より、区民が必要な情報を得てスポ

ーツに取り組むきっかけづくりや継

続性の確保が行えます。 

・ 日頃スポーツをしていない人へもス

ポーツに関する情報発信や機会が十

分に届くことにより、多くの区民が

気軽にスポーツを楽しむことができ

るようになります。 

記載なし 

２１ 

Ｐ29 

【基本的な

方向】 

 

（３）多様なニーズに対応するプログラ

ムの提供 

・ 仕事・家事・育児等の理由でスポー

ツをしていない区民が参加しやすい

プログラムづくりや、年齢や体力、

介護予防、障害等に応じた多様で柔

軟なプログラムづくりを行い、全て

の区民がスポーツを楽しむことがで

きる環境づくりを目指していきま

す。 

 

 

（３）多様なニーズに対応するプログラムの

提供 

・ 仕事・家事・育児等のために、なかなか

スポーツができない区民が参加しやすい

プログラムづくりや、年齢や体力、障害

等に応じた多様で柔軟なプログラムづく

りを行い、全ての区民がスポーツを楽し

むことができる環境づくりを目指しま

す。 

意見 

意見 
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２２ 

 

Ｐ30 

【事業例】 

（１）スポー

ツ施設の整

備・充実 

 

（事業名（例）） 

(仮称)新総合体育館の建設 

（概要） 

老朽化した文京総合体育館を旧第四中学

校跡地に建て替え、平成25年４月に開館

することにより、区民が気軽にスポーツ

に親しめるきっかけづくりの場を提供す

るとともに、区民の生涯スポーツの普

及・振興と健康の維持・増進を図る。 

記載なし 

 

２３ 

Ｐ30 

【事業例】 

（１）スポー

ツ施設の整

備・充実 

 

（事業名（例）） 

旧第五中学校体育館のリニューアルオー

プン 

（概要） 

区民の身近なスポーツの場を充実するた

め、旧第五中学校体育館を耐震補強、バ

リアフリー対策等の改修工事を行い、平

成 24 年度に区内第三の区民体育館とし

て開館する。 

記載なし 

 

２４ 

Ｐ30 

【事業例】 

（１）スポー

ツ施設の整

備・充実 

 

（事業名（例）） 

健康・体力づくりのためのスポーツ環境

の整備 

（概要） 

区内のさまざまな施設等で、気軽にウォ

ーキング等、健康・体力づくりのための

スポーツができる環境の整備を推進す

る。 

（事業名） 

区立公園の整備・改修の推進 

 

（概要） 

区内の公園等で、気軽にウォーキングやラン

ニングなどのスポーツができる環境づくりを

進めます。 

 

２５ 

Ｐ31 

【事業例】 

（３）多様な

ニーズに対

応するプロ

グラムの提

供 

（事業名（例）） 

さまざまな世代等のニーズに対応したス

ポーツプログラムの提供 

（概要） 

各種スポーツ団体等と連携・協力して、

健康づくり事業や体力づくり事業等、介

護予防などさまざまな世代等のニーズに

対応したスポーツプログラムの充実を図

るとともに、区内大学と連携・協力した

スポーツプログラムを検討する。 

 

（事業名） 

様々な世代等のニーズにマッチしたスポーツ

プログラムの提供 

（概要） 

各種スポーツ団体等と連携協力して、「健康づ

くり教室」「ファミリースポーツデー」等、様々

な世代のニーズにマッチしたスポーツプログ

ラムの充実を図るとともに、区内大学と連携

協力したスポーツプログラムを検討します。

また、「障害者運動会」等、障害者向けスポー

ツプログラムの充実を図ります。 

 

 

意見 
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２６ 

 

 

Ｐ31 

【事業例】 

（３）多様な

ニーズに対

応するプロ

グラムの提

供 

（事業名（例）） 

ジュニア育成の充実 

 

（概要） 

スポーツマンシップを尊重し、スポーツ

のフェアプレー精神等を学び大切にしな

がら、スポーツを楽しめるプログラムを

提供するともとに、子どもたちの健康・

体力づくりと競技力向上のための体制づ

くりを推進する。 

（事業名） 

スポーツマンシップを尊重したスポーツプロ

グラムの提供 

（概要） 

スポーツマンシップを尊重し、スポーツのフ

ェアプレー精神等を学び大切にしながら、ス

ポーツを楽しめるプログラムを提供します。

２７ 

Ｐ31 

期待される

効果 

 

 

 

 

 

 

 

・ 区民がスポーツを楽しむことのでき

る環境の充実が図られ、区民が区内

のさまざまな場所でスポーツに親し

むことができるようになります。 

・ さまざまな状況にある区民が、それ

ぞれのライフステージやライフスタ

イル、ニーズに応じてスポーツを楽

しむことができるようになります。

・ 多様なニーズに対応するプログラム

が設けられることによって、スポー

ツを楽しみたい人だけではなく、競

技力向上を目的としている人にとっ

ても、充実したスポーツ環境が整え

られます。 

・ スポーツを通じた地域交流の活性化

により、区全体における豊かなスポ

ーツ環境の形成につながります。 

 

記載なし 

２８ 

Ｐ32 

【基本的な

方向】 

 

（１）プロスポーツ団体等との連携・協

力 

 

・ 区内に拠点を持つプロスポーツ団体

等との連携・協力体制を構築し、区

民がより一層レベルの高いスポーツ

を身近に観戦できる機会を多く提供

し、区民がスポーツに関心が持てる

ようにしていきます。 

 

（１）プロスポーツ団体等との連携・協力 

 

 

・ 区内に拠点を持つ読売巨人軍、日本サッ

カー協会（JFA）、講道館といったスポー

ツ団体等との連携・協力体制を構築し、

区民がより一層レベルの高いスポーツを

身近に観戦できる機会を多く提供し、区

民が各種のスポーツに関心を持ってもら

えるようにしていきます。 
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２９ 

Ｐ33 

【 事 業 例 】

（１）プロス

ポーツ団体

等 と の 連

携・協力 

（事業名（例）） 

スポーツ観戦応援事業 

（概要） 

区内に拠点を持つプロスポーツ団体等と

の連携・協力により、区民枠のような仕

組みや区民の特典を設けるなど、より一

層レベルの高いスポーツを身近に観戦で

きる機会を提供する。 

（事業名） 

スポーツ観戦応援事業 

（概要） 

区内に拠点を持つ読売巨人軍、日本サッカー

協会（JFA）、講道館等との連携・協力により、

区民枠のような仕組みや区民の特典を設ける

など、より一層レベルの高いスポーツを身近

に観戦できる機会を提供し、区民がスポーツ

に関心を持ってもらえるようにします。 

３０ 

Ｐ33 

（２）スポー

ツ観戦機会

の拡充 

（事業名（例）） 

地元スポーツ応援の仕組みづくり 

（概要） 

教育機関やスポーツ団体との連携・協力

体制を整備し、学校や地域のクラブチー

ムなど、身近なスポーツ団体等の試合観

戦や地元チームやオリンピック・パラリ

ンピック等の地元アスリートを応援でき

るような仕組みづくりや事業展開を推進

する。 

（事業名） 

地元スポーツ応援の仕組みづくり 

（概要） 

教育関係機関等との連携・協力体制を整備し、

学校や地域のクラブチームなど、身近なスポ

ーツ団体等の試合観戦や地元チームや地元ア

スリートを応援できるような仕組みづくりや

事業展開を図ります。 

３１ 

Ｐ34 

期待される

効果 

 

 

 

 

 

・ プロスポーツ団体や大学等との連

携・協力が進むことにより、区民が

プロスポーツに親しむことのできる

機会が増加し、区民のスポーツへの

興味を高め、本区のスポーツ振興に

つながります。 

・ 身近な場所でのスポーツ観戦機会の

拡充により、区民がスポーツに親し

むことのできる機会が増加し、スポ

ーツへの関心を高めることができま

す。 

記載なし 

３２ 

Ｐ35 

４スポーツ

指導者の育

成【現状と課

題】 

本区には、区内のスポーツ振興に寄与

するスポーツ指導者として、スポーツ振

興全般を担う体育指導委員と種目ごとの

実技指導を行うスポーツリーダーが区長

からの委嘱を受け活動しています。この

ほか、区内スポーツ団体にも多くのスポ

ーツ指導者がおり、区内のスポーツ振興

に寄与する活躍をしています。例えば、

区立小・中学校施設を活用し実施してい

本区には、体育指導委員、スポーツリーダ

ーなど、区のスポーツ振興に寄与する多くの

スポーツ指導者が活動しています。区立小・

中学校で実施している「スポーツ交流ひろば」

をはじめとして、各種スポーツ教室、地域の

スポーツサークル等の団体への技術指導、毎

年体育の日に体力測定やスポーツ体験等を行

っている「ファミリースポーツデー」など、

広範にわたり多くの指導者が区民のスポーツ

意見 

意見 

意見 
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るスポーツ事業、各種スポーツ教室、地

域のスポーツサークル等への実技指導、

毎年体育の日に開催している体力測定等

のイベントなど、広範にわたり多くの指

導者が区民のスポーツ指導にあたってい

ます。 

本区では、これらのスポーツ指導者を

対象に、メンタルトレーニングや健康指

導などの講習会を開催しており、それぞ

れの指導者は、各団体の会合や広報紙等

により、スポーツに関する情報交換等も

行っています。 

しかしながら、現在、夜間・休日でな

いと活動できない区民向けの指導者、子

育て世代など昼間に活動している区民向

けの指導者、高齢者や障害者等を対象と

した指導者が十分に確保できないなどの

現状があります。 

一方で、地域にはさまざまなスポーツを

経験した指導者等の人材が多く存在して

いると考えられますが、それら人材の有

効活用は十分とはいえません。 

指導にあたっています。これらのスポーツ指

導者を対象に、メンタルトレーニングや健康

指導などの講習会を開催しており、それぞれ

の指導者は、各団体の会合や広報紙等により、

スポーツに関する情報交換等も行っていま

す。 

しかしながら、現在、勤務時間外の夜間・

休日でないと活動できない勤労者の指導者や

子育て世代など昼間に活動している人を指導

できる指導者や、高齢者を対象とした指導者

が十分に確保できないなどといった課題があ

げられています。 

 

３３ 

Ｐ36 

期待される

効果 

・ スポーツ指導者の育成と確保によ

り、区民のスポーツ活動の充実が図

られます。 

・ スポーツ指導者の技術等の強化によ

り、区民のスポーツの質の向上と、

スポーツへの満足度の向上が図られ

ます。 

記載なし 
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第３章 文化芸術 

ＮＯ 
素案(案)H22.11.16【修正後】 

素案(たたき台)H22.9.30【修正前】 
ページ 内 容 

３４ 

Ｐ40 

期待される

効果 

・ 鑑賞の機会の増加により、これまで関

心を持たなかった区民が文化芸術に

親しむ機会が拡大します。 

・ 参加や創造、成果披露の機会が充実す

ることで、やりがいや満足感が得ら

れ、区民の文化芸術活動がより豊かな

ものとなります。 

・ 区内の文化的・歴史的資源にふれる機

会が増えることで、これまで以上に地

域を知り、地域への愛着と誇りを高め

ていくことができます。 

・ さまざまな状況にある区民が、自分の

都合やニーズに合わせて文化芸術活

動を楽しむことができるようになり

ます。 

 

記載なし 

３５ 

Ｐ43 

期待される

効果 

 

 

 

 

 

・ 文化芸術に関するあらゆる情報を収

集・整理し、効果的に区民に提供する

ことができます。 

・ 区民が必要な情報を気軽に得られる

ようになることで、文化芸術活動をよ

り活発に進めることができるように

なります。 

・ 文化芸術活動に関する疑問や悩みが

解決されることで、より深く活動に取

り組むことができるようになります。

記載なし 

３６ 

Ｐ46 

（３）“伝え

る人”の育成

と発掘の推

進 

 

 

 

 

（事業名（例）） 

地域文化インタープリター等の活用 

（概要） 

地域文化の解説・案内のために必要な知

識・技術を学び、地域の文化事業に貢献

する「地域文化インタープリター」等の

活用を図る。 

（事業名） 

生涯学習支援者の活用 

（概要） 

地域での生涯学習のリーダーとなる「生涯

学習司」、地域文化の解説・案内のために必

要な知識・技術を学び、地域の文化事業に

貢献する「文の京地域文化インタープリタ

ー」など本区独自の資格取得者、及びアカ

デミア講座運営のサポーター養成講座を開

催し、修了者の活用を図る。 

意見 
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３７ 

Ｐ46 

（５）文化財

の発掘と保

存の推進 

 

 

 

（事業名（例）） 

文の京映像資料等アーカイブの構築 

（概要） 

文京区内で撮影された映像資料を収集・

保存（アーカイブ化）し、区の様子や区

民の生活の様子に関する映像資料を残し

ていく。 

また、当時の様子を知っている人から、

逸話などを聞き取って資料とすることも

検討する。 

（事業名） 

文の京８ミリフィルムアーカイブの構築 

（概要） 

文京区内で撮影された８ミリフィルムを収

集し、アーカイブ化することで、区の様子

や区民の生活の様子に関する映像資料を残

していく。 

３８ 

Ｐ47 

期待される

効果 

・ 文化芸術活動を通して豊かな時間を

過ごす区民が増え、区全体の「文化力」

が高まります。 

・ “活動する人・団体”への支援が充実

することにより、区内での文化芸術活

動が活性化され、文化芸術活動に積極

的に携わる区民を増やすことができ

ます。 

・ 本区の伝統文化やその他の芸術分野

について教えることのできる区民が

増え、未来へ継承していくことができ

ます。 

・ さまざまな知識や経験を有している

人材を活用することで、本区の文化芸

術の振興が進みます。 

・ 区内にある文化財の発掘と保存が進

み、貴重な資料の保存が進むととも

に、本区の文化芸術を活性化していく

ための材料を確保することができま

す。 

 

記載なし 

 

意見 
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第４章 観光 

ＮＯ 
素案(案)H22.11.16【修正後】 

素案(たたき台)H22.9.30【修正前】 
ページ 内 容 

３９ 

Ｐ50 

【事業例】 

（２）文の京

を分かりや

すく伝える

ストーリー

性ある観光

コースづく

り 

 

 

（事業名（例）） 

観光資源を活かしたツアーづくり 

（概要） 

区内に点在する観光資源の魅力を最大限

引き出すために、歴史や文化、伝統工芸、

建物や庭園、食、健康などの観光資源を

幅広いテーマに基づいて組み合わせ、文

の京の魅力を学んだり、体感したりでき

る新たなツアーづくりを進める。 

（事業名） 

観光資源を活かしたツアーづくり 

（概要） 

区内に点在する観光資源の魅力を最大限引

き出すために、歴史や文化、伝統工芸、建

物や庭園、食などの観光資源を幅広いテー

マに基づいて組み合わせ、文の京の魅力を

学んだり、体感したりできる新たな観光ツ

アーづくりを進める。 

 

意見 
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第５章 国際交流 

ＮＯ 
素案(案)H22.11.16【修正後】 

素案(たたき台)H22.9.30【修正前】 
ページ 内 容 

４０ 

Ｐ64 

期待される

効果 

・ 国際理解に関するさまざまな講座等

が効果的に実施されることにより、区

民の国際理解が進みます。 

・ 区内の歴史・文化・産業等の資源を活

用して本区の魅力を伝えていくこと

により、外国人の日本への理解が高ま

ります。 

・ 大学や事業者、国際交流団体等との協

働が行われることにより、国際理解に

関する取り組みを幅広く進めること

ができます。 

・ 区民が国際理解を深める経験を持つ

ことにより、国際交流に参加するきっ

かけに結び付けていくことができま

す。 

記載なし 

４１ 

Ｐ67 

期待される

効果 

 

 

 

 

 

 

 

・ 国際交流に関する情報発信や区民等

の連携が活発に行われることにより、

国際交流事業が広く周知され、関心を

持つ区民や外国人の参加が増加する

とともに、交流の拠点の充実につなが

ります。 

・ 区民や外国人の有する経験や技能の

活用が促進されることにより、多様な

国際交流事業を実施することができ

ます。 

・ 姉妹都市や海外都市との交流を市民

が中心となって行うことにより、区民

の参加が増加します。 

・ 区民が国際交流に参加する経験を持

つことにより、外国人が地域で快適に

暮らせることへの関心に結び付けて

いくことができます。 

記載なし 

 



 17

４２ 

Ｐ69 

期待される

効果 

・ 生活関連情報等の多言語対応が進む

ことにより、外国人にとって必要な情

報の取得が容易になります。 

・ 外国人の日本語習得が進むことによ

り、外国人が日本で生活する困難さが

軽減します。 

・ 外国人の地域活動への参加が促進さ

れることにより、地域社会の一員とし

ての交流や結びつきが生まれます。 

・ 外国人が地域で快適に暮らすことに

より、外国人と区民が共に活力ある地

域社会を築くことに結び付けていく

ことができます。 

記載なし 
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第６章 分野横断型プロジェクト 

ＮＯ 
素案(案)H22.11.16【修正後】 

素案(たたき台)H22.9.30【修正前】 
ページ 内 容 

４３ 

Ｐ70,71 

第 6 章分野

横断型プロ

ジェクト 

 本計画を通じて区民や来訪者が文京区

で豊かな時間を過ごすため、生涯学習・

スポーツ・文化芸術・観光・国際交流の

各分野の事業を実施するとともに、関連

分野が総合的に事業を進めていくことが

できるよう、分野横断型プロジェクトを

実施します。 

 

プロジェクト 例１ 

森鷗外に親しむ ―生誕150周年― 

明治の文豪森鷗外は、明治25年に (仮

称）森鷗外記念館の建設地である駒込千

駄木町21番地（現：文京区千駄木一丁目

23番４号）に移り住み、以来、大正11年

に亡くなるまで30年間この家で生活をし

た。その間、軍医としての仕事のかたわ

ら、無縁坂を舞台にした「雁」や「舞姫」

をはじめとする多くの名作を発表し続け

た。 

作家活動の大半を行い、数多くの作品

を文京区で執筆した鷗外が平成24年に生

誕 150 周年を迎えることを受け、鷗外に

親しむことのできる記念事業を実施す

る。近代日本文化の先覚者として多くの

足跡を残した鷗外の文学と人物を深く知

ることができるよう、その当時の生活の

様子や文京区の姿などを広く発信し、魅

力を紹介していく。 

 

【事業例】 

（生涯学習）森鷗外の作品を読む会の開

催、森鷗外を知る会の開催

等 

（文化芸術）「（仮称）森鷗外記念館」の新

設、森鷗外ゆかりの文人など

との多様なテーマの企画展

示の開催 等 

記載なし 
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（観 光）森鷗外作品に出てくる区内

の場所をめぐる、森鷗外コ

ースガイドボランティア実

施 等 

 

プロジェクト 例２ 

文京地域学 ―文

ふみ

の 京

みやこ

とそこに生きる

人々の暮らし・文化・伝統を知る― 

文京区への愛着と誇りを高め、区の歴

史や文化を大切にする意識と姿勢を醸成

することを目的に、文京区でどのような

人々がどのように生活してきたかなど、

文京区を多面的に学べる分野横断型講座

やフィールドワークなどを文京地域学と

して企画・実施する。 

このプロジェクトの担い手について

は、行政だけでなく区民や大学等の教育

機関、ＮＰＯ（非営利活動団体）などの

市民団体から趣味のグループまで、多様

な実施主体によって企画・実施すること

目指す。 

これらの事業を通して、地域で暮らす

区民や来訪者等の文京区への知識の向上

や関心がより一層深まり、先人たちが築

いてきた文京区の歴史や文化等の地域特

性を後世に受け継いでいけるよう、取り

組みを進める。 

 

【事業例】 

（生涯学習）文京区の地勢や歴史を知る

講座の実施、文京区民の生

活史を知る講座の実施 等

（スポーツ）文京区ゆかりの人や史跡を

めぐる（距離に応じてコー

スを設定）等 

（文化芸術）文京区ゆかりの人が残した

資料や史跡を見て・ふれ

て・学ぶ 等 

（観 光）文京区の伝統工芸体験ツア

ー、観光コースガイドボラ
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ンティア育成講座等 

（国際交流）外国人から見た文京区など

をテーマとした懇談会 等

 

プロジェクト 例３ 

アカデミーフェスティバル ―文

ふみ

の 京

みやこ

を楽しむ― 

区民や来訪者自身の学習や活動の充実

や、何かをはじめる機会となること、そ

して、新たな交流が生まれるきっかけと

なることを目的にアカデミー推進期間を

設定し、文化・生涯学習施設やスポーツ

施設など区内全域で各種イベントや成

果・活動状況の発表、講演会等を集中的

に実施する。期間中は各会場をめぐるこ

とのできるコースマップ等を作成し、さ

まざまな体験ができる仕組みづくりを行

う。 

また、事業の運営には区民、団体、企

業等が参加し、参加体験型のプロジェク

トとして進めていく。 

 

【事業例】 

（生涯学習）生涯学習団体による講座の

実施、生涯学習相談 等 

（スポーツ）スポーツ団体等協働事業の

開催、健康教室の開催 等 

（文化芸術）文化芸術連盟・サークルに

よる発表会や展示会、体験

教室 等 

（観 光）まちあるきイベントの実

施、「文の京ブランド」食の魅

力コンテスト開催 等 

（国際交流）国際交流団体によるイベン

ト開催、サークル紹介 等

 


